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「海洋生物多様性および生態系の保全・再生に資する基盤技術の創出」 

 平成２３年度採択研究代表者 
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(独)水産総合研究センター水産工学研究所・主幹研究員 

 

海洋生物の遠隔的種判別技術の開発 

 
 

（１）「水産総合研究センター」グループ 

① 研究代表者：赤松 友成 （水産総合研究センター水産工学研究所、主幹研究員） 

② 研究項目 

・生物多様性観測のための可搬型から船舶装備型までの観測プラットフォームの整備 

   ・発声頻度観測のための音響バイオロギング装置開発の着手定量的音響検出モデル 

（２）「海洋研究開発機構」グループ 

① 主たる共同研究者：川口 勝義 （海洋研究開発機構 地震津波・防災研究プロジェクトグル

ープリーダー） 

② 研究項目 

・海底ケーブル型リアルタイム観測システムを用いた長期パッシブ音響観測データの収集 

・観測システムに蓄積されたデータからの生物鳴音・海洋生物反応の発掘 

（3）「東北学院大学」グループ 

① 主たる共同研究者：松尾 行雄 （東北学院大学教養学部 准教授） 

② 研究項目 

・音響トラッキングによる位置音響パターン認識による種判別推定 

・試行セットを用いた基礎的なトラッキングとパターン認識アルゴリズムの構築 
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§§§§２２２２．．．．研究実施内容研究実施内容研究実施内容研究実施内容        

    

研究のねらい研究のねらい研究のねらい研究のねらい 本研究では、種の音を知り、つぎに音から種を判別し、遠隔的に海洋

生物の種を判別できる技術を開発する。 

 

研究の概要研究の概要研究の概要研究の概要    平成２４年度は基礎ステージの各課題が本格的に始動し、観測態勢の整

備、データ共有および判別のための基本アルゴリズムであるトラッキングと音響パター

ン認識の整備をすすめた。観測された種やその数などの真値を取得するため、超小型水

中音録音装置のプロトタイプを開発した。ケーブル観測システムでは、これまでに磁気

テープなどに保存され劣化が進むデータの発掘をすすめるとともに、深海での真値録音

を試みた。 

    

研究進捗状況研究進捗状況研究進捗状況研究進捗状況    多様な海洋生物を音響的に可視化するため、様々な要素技術を開発運

用した。その結果、大型鯨から甲殻類にいたるいろいろな海の生き物が見えてきた。最

終的な可視化に至るまでには、音の検出、真値との比較、判別の各過程をクリアしなけ

ればならない。現在対象としている主な海洋生物毎に、その進捗状況を下図に示す。 

これまで内外で多くの研究が行われてきた鯨類は、種毎の音声の真値が明確で観測技

術も発達していることから判別および可視化が進み、定量的な観測が可能になってきた。

たとえば距岸距離による密度バイアスの補正 1)、季節変動 2)、発音頻度の行動依存性 3,4)

などが明らかになると共に、これらを応用した時間的 5)・空間的 6,7)な分布を可視化す

ることができた。揚子江全体のスナメリの分布およびその減少を示した結果８)は BBC 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 海洋生物種ごとの研究進捗状況。可視化へのステップは大型動物が進んでいる 
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ニュースに取り上げられた。発音検出モデルを用いた密度推定 9)も順調にすすんでいる。

複雑な鳴音構造を持つ場合でも判別が可能な新手法を提案し 10)、今後の判別効率の向

上に資する結果を得た。 

 魚類については、広帯域スプリットビームソナー、いわゆるイルカ型ソナーを用いて

マグロ類の判別に取り組み、とくにカツオをメバチやキハダと区別することに有用であ

ることが示された。個体からのエコーの分離と位置推定手法にも進展が見られた 11)、

一方、大学・水産研究所・水族館の協力を得て、スケトウダラやトラフグなどの水産有

用種を含む魚類鳴音が集積され始めた。これら真値の得られた音声を参照データベース

として用いることで、今後は魚類についても受動的音響手法が適用できるようになるだ

ろう。また、フェイスブックを活用して鳴音の公開を開始し、種不明音についても広く

一般の方々から情報を募る態勢を整えた。さらに地震津波観測ケーブルである DONET

のデータを有効に活用するため、同設置海域の水深２千メートルに広帯域録音機を沈め、

帯域の狭い DONET 記録と比較できるデータを取得した。生物に直接取り付けて鳴音

を記録する超小型録音装置のプロトタイプも完成し、平成２５年度の改良に向けて装着

記録試験を行う予定である。 

 これらの結果は、多様な生き物の摂餌生態や回遊生態だけでなく、我が国の再生可能

エネルギー源として期待される洋上風力発電のアセスメントなど社会的要請にも応え

はじめている。今後さらに、漁獲効率や種別資源量推定あるいは海洋保護区の設定にも

効果を発揮するものと考えられる。 

 

今後の見通し今後の見通し今後の見通し今後の見通し 平成２４年に重点的に整備された観測網を拡充するとともに、毎月膨

大に取得される音響データの検出と同定をすすめる。東北学院大学に信号処理を専門と

する新しいポス 

ドクを配置し、解析態勢を強化するとともに、生物側研究者が利用できるソフトウエア

の構築および汎用バージョンの貸与などが開始される。 

 音声および広帯域反射音の真値取得を引き続き試み、前ページの図にある様々な生物

の可視化を進める。鯨類は、モデル生物として開発技術を適用しその有効性を検証する

ことで、研究の先導役を果たす。この技術を、低い食物連鎖レベルの様々な生物に応用

し、種・数・位置の同定を進めていく。 
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§§§§３３３３．．．．成果発表等成果発表等成果発表等成果発表等    

（（（（３３３３－－－－１）１）１）１）    原著論文原著論文原著論文原著論文発表発表発表発表 
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